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1. はじめに

　SCS（Space Collaboration System）は，文部省高

等教育局と放送教育開発センターが中心となって

推進している事業で，全国の大学等に衛星通信に

よる映像交換を中心とした大学間ネットワークを

構築し，マルチメディア社会に対応できる高等教

育システムを整備することを目的にしている（放

送教育開発センター 1996 ）。平成 8 年に文部省は

懇談会を設け「マルチメディアを活用した 21 世

紀の高等教育の在り方」（文部省 1996 ）を答申し

た。そのなかで，高等教育は多様な学習者に対し

て広く開かれるとともに，柔軟な学習形態が可能

となるような教育機構が推奨されている。SCSは

それを受けて基盤となるハードウェアを整備する

ための事業の一環であると推測される。

　北海道大学もSCS事業に参画し，札幌キャンパ

スに 2 子局（高等教育センターS2，同高等教育開

発研究部[農学部東隣]）水産学部に 1 子局（特別

講義室）がすでに開設され利用されている。運用

が開始されてから 12 月までの間に本学が関係し

ているだけでも 33 件の利用があり，まずまずの
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表 1  参加機関

HUB局

放送教育開発センター

VSAT局

北海道大学 1 (高等教育センターS2)， 2 (水産学部)， 3 (高等教育開発研究部)

帯広畜産大学

岩手大学

東北大学 1 (付属図書館工学分館)， 2 (電気通信研究所)， 3 (大学教育研究センター)

東京大学 1 (工学部)， 2 (農学部)， 3 (教養学部)

東京農工大学

長岡技術科学大学

上越教育大学

岐阜大学

名古屋大学 1 (工学部)， 2 (共通教育棟)， 3 (医学部)

豊橋技術科学大学

京都大学 1 (工学部)， 2 (核融合研究センター)， 3 (原子炉実験所)， 4 (霊長類研究所)

大阪大学 1 (コンベンションセンタ一)， 2 (工学部)， 3 (全学共通教育機構)

兵庫教育大学

神戸大学 1 (大学教育研究センター)， 2 (臨床研究棟)

鳴門教育大学

九州大学

佐賀大学

宮崎大学

鹿児島大学

琉球大学

北陸先端科学技術大学院大学

奈良先端科学技術大学院大学

総合研究大学院大学

高専：岐阜工業高等専門学校，豊田工業高等専門学校，鈴鹿工業高等専門学校

国立研究所：高エネルギー物理学研究所，国立極地研究所，

国立遺伝学研究所，統計数理研究所，国際日本文化研究センター，

国立天文台，核融合科学研究所，岡崎国立共同研究機構，国立民族学博物館

 8 年度内設置：筑波大学，電気通信大学，金沢大学，信州大学，岡山大学，

広島大学，九州工業大学，長崎大学，熊本大学，仙台電波工業高等専門学校，

群馬工業高等専門学校，新居浜工業高等専門学校
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活用ぶりである。ここでは，本事業の概要ならび

にその利用例を紹介し，今後の有効利用の参考と

なることを期待するものである。

2. 運用組織

　事業全体の運用は「SCS 事業連絡協議会」が

行っている。この会員は参加大学・高専・研究機

関の代表により構成され，運用を速やかにするた

めに専門部会が設けられている。「予約調整専門

部会」は予約の調整をするために 1996 年（運用

開始年） 8 月設置された。構成委員は連絡協議会

の中から 7 名が互選された。さらに，「点検・評

価専門部会」が設置される予定である。運用は「ス

ペース・コラボレーション・システム事業実施要

綱（1995 年 12 月 12 日制定）」にそって行われて

いる。学内の運用は各部局からの代表者で構成さ

れる「スペース・コラボレーション・システム事

業委員会」が中心になって行っている。

3. 参加機関

　現在 24 大学 38 局（14 局が複数小局），3  高

専，9 共同利用機関がSCS装置を配備しており，

平成 8  年度内に 9 大学， 3 高専に新たな設置が予

定されている（表 1 ）。続く平成 9 年度にも 12 機

関への設置が考慮されており，次第に利用可能な

大学・研究機関が増加する見込みである。送られ

る電波はコード化されているので，SCSはこれら

の機関の間でのみ利用可能である。講義や研究会

の依頼先は，これらの機関以外にも多数考えられ

るので，更なる拡張あるいは同等な装置（例えば

ISDNを利用するもの）の設置が望まれる。

４．装置と使用方法

　SCSシステムは，双方向に映像と音声を授受す

るための装置であり，カメラ・マイクから信号を

取り込みモニタ・スピーカーにより映像と音声を

再生する。通信のために，これらのデータの変復

調装置（MPEG2準拠：私信）と送受信装置が付

加されているが，主に屋外にあり利用者が直接操

作する必要はない。映像音声の操作のために映像

音声制御架 6 台が室内に設置されているが，同様

に利用者が操作する部分はほとんどない（図 1）。

利用者は，主に 2 台のコンピュータのモニタを操

図 1. SCS（衛星通信システム）の概念図
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アンテナ・変復調装置（外部）

各種制御装置

映像音声制御架 1 ．コンピュータ(SONY)，信号変換器，AVコントローラー，

ベースバンド変復調装置，カメラコントローラ*

映像音声制御架 2 ．AVマトリックススイッチャー，同期信号発生器，　

　　　　　　　　　映像音声分配器

映像音声制御架 3 ．マイクミキサー，エコーキャンセラー，

　　　　　　　　　バランス／アンバランス変換器，オーディオミキサー

映像音声制御架４．テロッパ*，４画面合成器，電源ユニット*

映像音声制御架５．画像符号化装置，高速モデム

映像音声制御架６．ベースバンド変復調装置，接続切り替えスイッチ，

　　　　　　　　　　高速モデム，電源ユニット（別室）

コンピュータ４台

NEC*：回線制御（マウス）

SONY*：映像入出力切り替え(タッチパネル)

IBM：アンテナ・変復調装置監視（別室）

MAC：予約

モニタ６台：講師用液晶モニタ（10インチ）３台，

　　　　　　大型モニタ（40インチ）３台，ワイヤレスリモコン*

マイク：固定１台，ワイヤレス１台

カメラ：学生用，講師用各１台，書画カメラ１台

表 2  SCSシステムの概要

作するだけで間に合うように設計されている。多

数の装置を使用するわりには，操作はかなり単純

化されている。

　画像を転送するために，カメラ以外に VTR

（VHS）と書画カメラが用意されている。書画カ

メラは，通常の印刷物はもとよりネガフィルム，

スライド，OHPシート等も映すことができ，極め

て有用である。ここで，問題となるのは画面の密

度で，通常のテレビ程度の解像度（ 720 x 480 ドッ

ト， 8 階調， 30 フレーム／秒）しか許されていな

い（藤原他 1996 ）。このため，資料を作る際には

文字や図を充分大きくしてわかりやすいものを作

る必要がある。

 　1 度に利用できる電波は 1 グループについて 2
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チャンネルのみである。したがって，議長局から

映像を送るとすると，子局からの映像は 1 カ所の

みに限られる。どこの映像を送るかは議長局のみ

が選択可能である。子局から発言したい場合は発

言要求ボタンを押すと，議長局に知らされる。議

長局ではその子局を示すアイコンが赤く変わり，

どこから要求が出ているかがわかる仕組みになっ

ている。議長局は，発言要求があった子局のうち

1 局を選び放映権を与えることになる。 2 子局を

結ぶこともできるが，同時に映像の送信ができる

のは常に 2 カ所に限られる。受信にはこのような

制限はなく，申請さえしていれば多数の子局が同

じ映像を見ることができる。

　実際の利用は，予想されたほど困難ではなく， 1

度講習を受ければ誰でも使うことができる。SCS

システムには専任の職員が配置されてはいないの

で，利用者は各自が操作する必要がある。その前

に，講習会に参加することが望まれる。簡単に説

明すれば， 4 カ所の電源スイッチ（表 2 の * 印）

を入れたあと，カメラの選択（通常カメラ 2 台，

書画カメラが 1 台あるため送信画像をどこから取

り込むか選ぶ）をすればすぐに使えるようになっ

ている。

　実際の利用時間は申請時間より 5 ～ 10 分ほど

短くなることに留意する必要がある。接続切り替

えのために利用の前後 2 ～ 5 分が必要なためと，

場合によってはそれぞれの局からの発信受信状況

を確認する必要があるためである。　　　　　　

　　　　

5. 申し込み方法

　申し込みや相談は高等教育機能開発総合セン

ター学務部教務課教務情報システム室で受け付け

ている（内線 5263，電子メイル ktake@ high

.hokudai.ac.jp ）。北大で利用する場合には，議長

局の場合も子局の場合も申請が必要である。ま

た，何らかの理由で中止になった場合は報告が必

要である。なお，使用料は現在のところ無料であ

る。

　予約状況は放送開発センターのホームページ

（http://scsoa.nime.ac.jp:443/index.html）で確認する

ことができる。

　残念ながら，専門の職員はいないので，利用に

あたっては各自が操作しなければならない。でき

れば演者以外に機器操作に 1 名があたることが望

まれる。

　操作方法は教務情報システム室が独自に再構成

した労作「スペース・コラボレーション・システ

ム操作マニュアル  概要編」が短くまとめられて

いて（全 6 ページ），システム付属の分厚いマニュ

アルよりも使いやすく便利である。

6. SCSシステムを使った講義

　我々は， 1996 年 11 月 19 日 16:30 より一般教育

演習「科学ジャーナリズム」の一環として，水産

学部の大谷清隆教授に講義を依頼した。「噴火湾

の海洋環境」という題名で，学生にはこの講義と

その後のインタビューをまとめて記事を書くこと

が要請された。写真 1，2 はそのときの状況をビ

デオに録画したものの一部である。モニタは 3 台

あるので， 2 台を使ってこちら側の様子と相手の

映像を映し，残りの 1 台の画面を 4 分割してこれ

らの映像と別のカメラによる映像を同時に表示す

る。ビデオレコーダーには 3 台のモニタ画面のう

ち 1 つを選んで記録できる。写真 1  は  4 分割画

面を録画したものである。写真 2 は教室全体の様

子を撮影したものである。

　表 3 に，その時回収された学生の感想を項目別

に示す。

　新規な経験であることからおおむね好意的だ

が，もっともな指摘もある。予想していたよりも

画質・音質ともに良好であったようである。遠く

離れているにも関わらず，臨場感のある講義を受

けることができる本システムの利点は，うまく生

かされたと推測される。

　実際に利用すると，テレビを見ている状態に近

いが，こちらからの質問に応じて話し手が対応で
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好意的な意見

・相手の顔を見ながら説明を聞いたり尋ねたりできて良い。

・クラスの雰囲気が伝わり望ましい。

・音声映像ともに聴取しやすく，通常の授業と大差無い。

・集団インタビューの形式としては有用である。

・適度な緊張感と多方面の情報交換が可能。

・臨場感があり良かった。

・音声映像ともに聴取しやすく，身近な感じがした。

・相手の様子がわかるため聞き易い。　

・地理的制約を越えられる意味では効果的。

改善を求める意見

・現在の画質では不十分であり，事前の資料配布が必要。

・資料の提示に手間取ることがあった。

・資料と講演者が同時に見られるとさらにリアル。

・質問すると，大画面にマイク片手の自分の姿が映し出されるので，

　勇気が失せた。

・本当に対面している場合よりは，質問がしにくい。

その他

・初めての体験で緊張感があった。

・思ったより面白かった。もう少し時間が欲しかった。

・貴重な体験ができてうれしい。

・自分の動作が少し遅れて映るのが面白い。

・将来の授業はこうなるのではないか。

きるところが大きく異なる。         　　　　　　　

7. 次なるステップへ

　これまでの著者の使用経験や，アンケート，他

の利用者からの報告（斉藤 1996 ）等をまとめる

と，利用者の要望は以下のようになる。

(1) 多チャンネル化

　現在 2 チャンネルのみしか使えない。議長局が

1 チャンネル使うと子局 1 局のみしか見られない。

2 子局モードでも使えるが，チャンネル切り替え

は常に議長局が行う必要がある。特に，多くの人

が参加する会議の場合，はなはだ都合が悪い。次

に話したい人は「発言要求ボタン」を押して議長

局が発言を許してくれるまで待たなければならな

い。何らかの方法で（電話回線かインターネット

　表 3  アンケートの結果
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写真 1  SCSの4分割交信画面

写真 2  SCSによる授業風景
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を使う），議長局が全ての子局の動きを見られる

ことが望ましい。

(2) 高密度情報の転送

　テレビと同程度の画面密度なので，思ったほど

たくさんの情報を送ることはできない。解決する

ためには画面の密度を上げるか，別の方法による

転送が考えられるが，当面は前もって資料を配布

することが必要であろう。

(3) よりリアルな映像を

　カメラの位置は各機関によってまちまちだが，

一般にモニタと離れていることが多く視線がモニ

タと一致しないので，臨場感がない場合がある。

視点をテレビに近く設置するよう期待したい。ま

た，講演者が子局のカメラを操作可能にすれば，

さらに身近に感じられるであろう。しかし，今の

ところ簡単な調整で可能なわけではない。

(4) 大学間の単位交換

　もともと，設置にあたって期待された使い方で

あるが，現在の法律では「通信教育」とみなされ

取得単位数に限りがある（年間最高 10 単位）。ま

た，大学間の授業時間数や，授業開始時間等調整

が必要となる問題が多く，現状では困難が予想さ

れる。しかし，これは使い方の問題であるので，

近い将来に解決されることが望まれる。

8. まとめ

　以上，SCSの運営機構，ハードウェアの構成，

使い方，申し込み方法等について述べ，利用者の

意見をまとめた。いろいろ注文はあるものの，良

い評価を受けているようである。

　使ってみると，SCSは予想外に便利で札幌と函

館との距離を感じさせない臨場感がある。また，

SCSはビデオ，グラフ，写真，音声等視聴覚教材

を駆使しないと使った気がしないため，遅々とし

て進んでいない大学の講義のAV化を一気に押し

進める可能性がある。特に，書画カメラの有用性

は筆舌に尽くしがたいところがある。使用料が請

求されない間に十分に活用することが期待され

る。

　文部省が推進する同様な試みは，医療・地震予

知・生涯教育の各分野で試験的な運用がすでに始

まっている。新しい教育機材として，また研究上

の会議システムとして，さらに有効に使われるこ

とが期待される。
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